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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、緩やかな回復が続いています。 

個人消費は、雇用環境の着実な改善をうけて所得が増加傾向にあることから持ち直しの動きを続け

ています。設備投資は、企業収益の改善、人手不足を背景とした省力化投資への需要などにより緩や

かに増加しています。住宅投資は、貸家の着工戸数の減少が続いていることもあり弱含んでいます。

また、輸出は、海外経済の回復が持続していることから、前年と比べ増加が続いています。 

当行グループの主要な営業地域である東海地方の経済におきましては、主要産業である自動車産業

は、新型車投入効果により国内生産は引続き堅調に推移しています。また、10 月に日銀が公表した

地域経済報告では、当地域の景気について平成 19年４月以来、10年半ぶりに「拡大している」との

判断が示されました。 

金融環境を振り返りますと、為替は１ドル 110円台前半で安定して推移しました。日経平均株価は

11 月に平成４年１月以来約 26 年ぶりの高値をつけ、年末終値も 22,764 円と６年連続で上昇して  

取引を終えました。また、長期金利は、日銀の金融政策により引続き０％程度で推移しました。 

このような金融経済環境のもと、当行グループは、中期経営計画『Ｖｅｒｙ ＯＫＢ』（計画期間：

平成 28 年４月～平成 31 年３月）に基づき、地域の課題解決型「総合サービス業」を目指し、     

「ＯＫＢブランドの確立」を重点テーマに掲げ、本部・営業店・グループ会社が一丸となり積極的に

業務を展開しております。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、経常利益 80億 34百万円、親会社株主に帰属

する四半期純利益 74 億４百万円となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期末における財政状態につきましては、総資産が５兆 8,444億 21百万円（対前期末比

1,519億 37百万円増加）、純資産が 3,157億 27百万円（対前期末比 117億 56百万円増加）となりま

した。 

主要な勘定残高につきましては、貸出金３兆 9,916億 71百万円（対前期末比 1,402億 15百万円増

加）、有価証券１兆 4,752億 94百万円（対前期末比 166億 18百万円増加）及び預金等４兆 9,900億

95百万円（対前期末比 1,414億３百万円増加）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 29年 11月 10日に「平成 30年３月期 第２四半期（中間期）決算短信」にて公表しました、

平成 30年３月期通期の業績予想に変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

現金預け金 196,665 186,966 

コールローン及び買入手形 6,066 4,932 

買入金銭債権 3,795 4,433 

商品有価証券 907 585 

有価証券 1,458,676 1,475,294 

貸出金 3,851,456 3,991,671 

外国為替 6,123 6,091 

リース債権及びリース投資資産 61,551 63,633 

その他資産 58,549 63,955 

有形固定資産 36,721 36,117 

無形固定資産 11,334 10,492 

退職給付に係る資産 1,465 1,455 

繰延税金資産 2,076 1,890 

支払承諾見返 25,478 24,138 

貸倒引当金 △28,370 △27,222 

投資損失引当金 △15 △15 

資産の部合計 5,692,484 5,844,421 

負債の部    

預金 4,764,039 4,924,659 

譲渡性預金 84,653 65,436 

コールマネー及び売渡手形 29,236 31,144 

債券貸借取引受入担保金 221,340 183,692 

借用金 159,236 192,094 

外国為替 649 307 

社債 15,000 15,000 

その他負債 61,231 67,904 

賞与引当金 1,837 36 

退職給付に係る負債 8,824 2,715 

役員退職慰労引当金 20 27 

睡眠預金払戻損失引当金 204 198 

ポイント引当金 893 997 

繰延税金負債 13,471 18,014 

再評価に係る繰延税金負債 2,394 2,326 

支払承諾 25,478 24,138 

負債の部合計 5,388,512 5,528,694 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

純資産の部    

資本金 46,773 46,773 

資本剰余金 37,834 37,834 

利益剰余金 150,875 155,504 

自己株式 △231 △215 

株主資本合計 235,251 239,897 

その他有価証券評価差額金 52,143 59,608 

繰延ヘッジ損益 9,100 7,842 

土地再評価差額金 3,054 2,899 

退職給付に係る調整累計額 △5,850 △5,354 

その他の包括利益累計額合計 58,448 64,996 

新株予約権 126 126 

非支配株主持分 10,145 10,706 

純資産の部合計 303,971 315,727 

負債及び純資産の部合計 5,692,484 5,844,421 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

経常収益 94,625 86,082 

資金運用収益 43,457 44,539 

（うち貸出金利息） 30,030 29,335 

（うち有価証券利息配当金） 10,889 12,618 

役務取引等収益 12,252 11,615 

その他業務収益 9,639 2,820 

その他経常収益 29,276 27,107 

経常費用 74,521 78,047 

資金調達費用 4,669 5,180 

（うち預金利息） 1,942 1,529 

役務取引等費用 6,927 6,851 

その他業務費用 438 1,082 

営業経費 37,103 39,244 

その他経常費用 25,382 25,687 

経常利益 20,104 8,034 

特別利益 － 3,347 

固定資産処分益 － 101 

退職給付信託設定益 － 3,245 

特別損失 1,366 248 

固定資産処分損 82 219 

減損損失 1,283 28 

税金等調整前四半期純利益 18,738 11,134 

法人税、住民税及び事業税 4,994 1,616 

法人税等調整額 950 1,733 

法人税等合計 5,945 3,349 

四半期純利益 12,792 7,784 

非支配株主に帰属する四半期純利益 743 379 

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,049 7,404 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 12,792 7,784 

その他の包括利益 △2,842 6,890 

その他有価証券評価差額金 △1,836 7,651 

繰延ヘッジ損益 △1,628 △1,257 

退職給付に係る調整額 622 496 

四半期包括利益 9,949 14,674 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 9,148 14,107 

非支配株主に係る四半期包括利益 801 566 
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 

（５）重要な後発事象 

退職給付制度の一部改定 
 当行は、平成 30年２月１日に、確定給付型企業年金基金制度の一部について確定拠出年金制度へ

の移行及び給付利率の引下げを行うとともに、退職一時金制度の一部について退職一時金の増額を

行っております。 

 移行等に伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準

適用指針第１号 平成 28年 12月 16日）及び「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上

の取扱い」（実務対応報告第２号 平成 19年２月７日）を適用する予定であります。 

 なお、本移行等に伴う影響額については現在算定中であります。 

 

 

㈱大垣共立銀行(8361)平成30年３月期第３四半期決算短信

－　7　－



※増減比較については、表上にて算出しております。

（単位　百万円）

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

注１．実質業務純益　＝　業務純益　＋　一般貸倒引当金繰入額

　２．コア業務純益　＝　実質業務純益　－　国債等債券損益

　３．「税金費用」には、「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整額」の合計額を記載しております。

△11,496

4,424

9,000

39,396

9,000

43,966 △7,593
△8,298

535

△93

△9,558

△10,264

△1,125

10,500

株 式 等 売 却 益

株 式 等 関 係 損 益 1,1362,475

2,740

-

平成30年3月期

第３四半期

株 式 等 売 却 損 △135

△1,339

△1,567

△0

1,739

Ｂ

41,593

３．四半期決算補足説明資料

平成30年3月期

通期予想
比較

Ｂ－Ａ

（１）損益の状況【単体】

平成29年3月期

第３四半期

Ａ

3,059

1,173

16,864

△19 633

9,793税 引 前 四 半 期 純 利 益 △7,071

△4,643

△2,428

(与信関係費用(①＋②－③－④))

特 別 損 益 △1,365

18,230

2,8815,309（注）3

経 費

人 件 費

臨 時 損 益

業 務 純 益

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

物 件 費

税 金

実 質 業 務 純 益 （注）1

37

6,734経 常 利 益

6,911

税 金 費 用

（注）2

② 不 良 債 権 処 理 額

20

0④ 償 却 債 権 取 立 益

172

1

19,933

③ 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

△873

株 式 等 償 却

そ の 他 臨 時 損 益 △839

-93

16,609

-

1

-

△1,442

業 務 粗 利 益
(除く国債等債券損益(５勘定尻))

資 金 利 益

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 )

役 務 取 引 等 利 益

51,559
49,891

38,861

3,497

そ の 他 業 務 利 益

36,915

13,136

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

貸 出 金 償 却

1,881

14,941

16,609

1,620

-

コ ア 業 務 純 益

△7,463
7051,668

34,950

9,200

0

1,739

14,728

2,460

8,176

△207

579

4,677

1,737
2,373

2,832

1,592

19,726

△665

1,965

△20

△3,062

1,739

1,738

△1

7,051

△1,125

△8,433

四 半 期 純 利 益 11,554

614

34

 経常利益は、その他業務利益の減少等により前年同期比114億円減少して67億円となりました。また、四半期純
利益は、前年同期比46億円減少して69億円となりました。 
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◆リスク管理債権

【単体】 （単位　億円、％）

（参考）部分直接償却は実施しておりませんが、実施した場合は下記のとおりであります。 （単位　億円、％）

【連結】 （単位　億円、％）

△ 0.30 2.171.94

1,637

△ 0.07

452

△86

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額

貸 出 金 残 高 比 率

延 滞 債 権 額

△16

0

△34

△1

180

△22

貸 出 金 残 高 比 率 1.87

合 計

39,916貸 出 金 残 高

747

貸 出 金 残 高

３ カ 月 以 上 延 滞 債 権 額

破 綻 先 債 権 額 43

平成29年12月末

1.70

0

平成28年12月末平成29年9月末
28年12月末比

27

29年9月末比

60△17 16

833

195

769

10

196

556 575

△7

2.16

1,670

1.911.79

△53

27

5

1,638

△ 0.30

0

△1

△ 0.07

△17

△34

△22

38,364

735

526

1

△30

△10

△31

711

509

195

0

平成28年12月末

11

196

平成28年12月末

1.93

60

681

40,034

△54

△15

574555

39,590

0

△16

444

△15180

△ 0.09 △ 0.21

平成29年9月末

16

522

43

28年12月末比

（２）貸出金等の状況

平成29年12月末

破 綻 先 債 権 額

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額

0

521

△15

38,46139,647

28年12月末比
平成29年9月末

29年9月末比

452

832

0

195

△86 768

△16

1

196

△1

延 滞 債 権 額

29年9月末比

△53

746

３ カ 月 以 上 延 滞 債 権 額

180

合 計

貸 出 金 残 高 比 率

延 滞 債 権 額

40,099

1.86

破 綻 先 債 権 額

平成29年12月末

4

貸 出 金 残 高

38,279

３ カ 月 以 上 延 滞 債 権 額

△14495

39,464

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額

合 計
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◆金融再生法開示債権

【単体】 （単位　億円、％）

注１．記載金額は、単位未満を四捨五入して表示しております。

　２．自己査定結果に基づいた債務者区分により算出しております。

【連結】 (単位 百万円、％) (参考)(単位 百万円、％) 

【単体】 (単位 百万円、％) (参考)(単位 百万円、％) 

266,714

9.85

274,988

自 己 資 本 の 額

110,924

9.61

平成29年9月末

自 己 資 本 の 額

（３）自己資本比率（国内基準）

484

△85

△37 468

839

平成28年12月末

158

総 所 要 自 己 資 本 額

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 2,712,325

9.38

平成29年9月末

111

198196

775

2.16

平成29年9月末

危 険 債 権

△15 △17

1.93△ 0.30

合 計

要 管 理 債 権

総 与 信 に 占 め る 割 合

181

14 △33125

29年9月末比 28年12月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

平成29年12月末

△21

754

1.86 △ 0.07

平成28年12月末

△21

平成28年12月末

総 所 要 自 己 資 本 額

リ ス ク ・ ア セ ッ ト

251,740

2,773,102

自 己 資 本 比 率

112,753

平成29年12月末

272,556

2,790,897

254,468

自 己 資 本 比 率 9.19 9.09

平成29年12月末

2,818,829

9.66

447

111,635

108,493

2,700,245

245,485

2,737,137

109,485 108,009

「自己資本の構成に関する開示事項」につきましては、当行ホームページ（http://www.okb.co.jp）に掲載してお

ります。 
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【連結】 （単位　億円）

【単体】 （単位　億円）

 評価損益

◆預金・貸出金の残高 （単位　億円）

注．預金等には譲渡性預金を含んでおります。

◆個人預り資産の状況 （単位　億円）

以　上

そ の 他 有 価 証 券

平成29年12月末

満 期 保 有 目 的

 評価損益

評価益

17819

856

22

1

141122

71

0

 評価損益

平成29年9月末

評価損

3

792

794 71

141

840

676

19

858

平成29年9月末

64

41

852

2 020

57 △18

1,371

平成29年12月末

781

株 式

△30 5022

28年12月末比
平成29年9月末

76

29年9月末比

841

13,675

1,638452

14,877 312

672

41 △22

1,008 35,050

6,012

△13

3,869

1,505

329

1,402

0

6,042

生 命 保 険

投 資 信 託

14,5651,202

48,579

4,078

平成28年12月末

38,461

1,545

34,775

32

11 231

47

公 共 債

貸 出 金

29年9月末比
平成29年9月末

△31

4,125

満 期 保 有 目 的

そ の 他 有 価 証 券

0

220

△134

28年12月末比

256

132 15

831

0

117

831

122

3

776

0

908 76

う ち 消 費 者 ロ ー ン

776

50,124

平成29年12月末

908合 計

733う ち 個 人 預 金

預 金 等

231

85264

49,343

35,783

40,099 39,647

平成28年12月末

△100 416

71

28

合 計 6,044 2

316

外 貨 預 金

196178

623

（５）預金・貸出金等の状況【単体】

71780

27

744

17

3627

そ の 他

債 券

748

評価損

0

評価益

3

78064

0

50

01 1 1

評価益

792

688

△18

評価益

639

794

△22

平成28年12月末

866

評価損

17

849

合 計

そ の 他

債 券

 評価損益

27

76851

△30 57

株 式

64

3762 766 3 692

76926

927

平成29年12月末

15

864

132117

評価損

0 00

評価損

平成28年12月末

 評価損益

（４）有価証券の評価損益

 評価損益

28

636

196

評価損評価益 評価益

㈱大垣共立銀行(8361)平成30年３月期第３四半期決算短信

－　11　－




